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愛知県心身障害者コロニー中央病院の増床計画について 

 

１ 病床整備計画 

 愛知県心身障害者コロニーこばと学園を廃止し、その病床を愛知県心身障害者

コロニー中央病院で引き継ぎ、精神病床で許可を受けている重心病床を一般病床

に転換する。 

愛知県心身障害者コロニー中央病院 愛知県心身障害者コロニーこばと学園 

一般病床 １５０床   

精神病床  ２５床 精神病床 １８０床（重心） 

計    １７５床 計 １８０床 

↓ 

愛知県心身障害者コロニー中央病院 

一般病床 ３３０床（うち重心180床） 

精神病床  ２５床 

計    ３５５床 

  

２ 変更の時期 

  平成２３年４月１日 

３ 病床増床等の理由 
  重症心身障害児施設は児童福祉法に基づく施設で、その設置基準として「医療法に規
定する病院として必要な設備・職員を設置すること」とされているが、病床の種類につ
いては特に規定されていない。 
 コロニーは主に知的障害のある障害児を支援する目的で、昭和 43年、全国でも先駆的
に設置し、重症心身障害児施設であるこばと学園についても、主に知的障害へ対応する
ため、精神病床として発足した。 

  こばと学園の現状は、入所者の平均年齢が 44歳となり、高齢化が進行し、また、身体
面への常時濃厚な医療や介護が継続して必要な超重症児及び準超重症児者数も、平成 22
年 4月 1 日で入所者 162 人のうち 65 人が（準）超重症児者で、入所者の 40％を示してい
る。 

  現在、全国的に重症心身障害児施設においては一般病床が主流で、平成 21年度全国重
症心身障害児施設実態調査によると、120 施設のうち、精神病棟入院基本料のみを算定し
ているのはこばと学園を含めて 2施設だけである。 
このため、中央病院と一体化し、こばと学園の入所者に関わる医師等を増やし、入所
者の重度化に伴うリハビリ等身体機能の低下防止を含めた機能強化を図るよう、一般病
床に転換する。 

 

 


















